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畷
凝
磁
の
鶴
恥
儀
、
駿

署
々
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
、
げ
て
雄
々
し
く
騒

し
た
羅

鎌
灘
潔
陵
瞭
は
さ
る
十
月
十

九
日
の
鰍
晒
騰

噺
に
お
い
て
織
職
の
灘
正
馨
難
ほ
無
酔
溜
鱗
し
騨
欝
鱗
階
懸
は
灘
ぞ
繰
遽
に
の
る
こ
と
に
な
つ
た
、

融
正
認
聴
謹
も
注
段
さ
九
て
ゐ
る
の
は
郷
獅
離
の
新
誕
で
あ
る
が
、
特
に
鰭
浄
麺
鍛
七
禦
を
置
い
て
鯛
瞬
邸
鰐
の
概
本

層
針
・
降
躍
職
の
藻

・
灘

騒
に
陣
誰
す
べ
き
肇
箋

々
の
瞬
大
騨
職
を
謹
す
ろ
軽
評
に
雌
鷹
せ
し
む
る
こ
と
に
な

つ
た
こ
と
で
あ
る
・
そ
の
黎
大
な
る
醗
瀞
を
鶴
す
る
繕
伽
雛
殿
の
澱
贋
日
が
愈
よ
二
十
露
・
六
魂
日
に
濃
つ
た
の
で
あ

る
・
左
に
全
學
的
幅
利
を
目
指
す
眞
塾
な
る
候

補

者
の
趣
慧
書
を
掲

げ
て
全
學

庫
.の
關
心
を
よ
閥
起
す

こ
と
に
し
よ
う

総
霧
悉
員

趣
意
書

蒙

部

石
田

典
雄

静
近
稔
々
激
化
す
る
學
生
の
郷
濟
的
窮

迫
ぽ
岡
知
の
事
乍
ら
誠
に
重
大
な
現
象

で
あ
る
。
之
畑
緩
和
の
鞍
濟
手
段
は
全

學
生
の
椙
互
的
禧
耐
の
増
進
夕
目
的
と

す
る
共
濟
部
事
業
、の
質
約
量
的
樒
充
に

侯
つ
他
は
な
い
。
閣
之
、
先
づ
考
へ
得

る
も
の
は
本
照
喫
茶
部
の
新
設
、
農
學

部
食
堂
の
贋
隠
、、
隅
思
蔀
擦
雲
葎

堂

の
復
活
、
マ
房
具
店
の
直
螢
及
び
指
定

商
、
費
店
の
暫
内
的
統
一
茄
び
に
紹
介

事
叢
、の
饗

で
あ
る
。
之
筆
諸
駆
.求

ほ
現
代
議
員
曾
に
於
て
不
幸
」
本
盟
に

鯖
里
の
饗
表
に
終
つ
て
全
く
無
意
義
に

本
そ
の
實
行
決
議
は
葬
り
去
ら
れ
た
。

然
し
今
や
貫
に
學
生
大
衆
に
慮
場
致
ず

者
の
鴬
選
に
依
つ
て
胃
行
可
能
の
槻
は

將
に
到
來
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
黛
斯
る
救

演
の
根
本
的
偲
海
條
件
は
實
に
共
濟
部

會
計
の
濁
立
に
存
す
る
。
か
く
て
確
乎

た
る
財
政
約
基
礎
の
上
に
立
つ
て
右
の

藷
要
求
犠
實
現
さ
れ
た
時
に
こ
そ
、
眞

に
思
笙
共
同
需
の
健
全
な
硬
展
か
生
即

る
の
で
R
、な
か
ら
5
か
。
我
々
け
常
に

共
濟
部
が
我
々
墨
生
大
衆
と
共
に
あ
る

こ
れ
が
私
の
全
盟
の
支
持
を
希
ふ
所

以
で
あ
り
立
喉
補
の
意
圏
に
他
な
ら
な

い
o

工
墨
蔀

師

田
庄

次

大
學
生
の
教
養
姐
何
が
問
題
に
さ
れ
大

學
生
の
無
自
畳
無
氣
力
が
さ
け
ば
カ
て

ゐ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
吾
々
の
無
反
省

な
る
生
活
態
度
に
起
因
し
て
ゐ
る
檬
に

云
は
れ
て
ゐ
る
o
だ
が
そ
れ
は
吾
々
の

員
摯
な
る
生
活
へ
の
一
表
現
に
過
ぎ
な

一い
で
あ
ら
5
。
生
活
反
省
へ
の
機
關
、

一そ
れ
は
文
化
部
の
存
在
を
措
い
て
他
に

な
い
だ
ら
5
。
學
内
に
於
け
る
文
化
形

態
の
確
立
と
そ
の
地
歩
の
安
定
が
刻
下

の
緊
急
な
る
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
や
大
學
の
文
化
部
ぽ
從
來
の
形

式
と
因
襲
と
か
ら
離
れ
て
輝
か
し
い
文

化
擁
護
の
旗
印
の
も
と
に
進
ま
ん
と
し

て
ゐ
る
。

然
る
に
學
内
に
於
け
る
そ
の
活
動
を
支

事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
塁
嗣

朗

蟹

蔀

藤
井

紫
郎

化
は
何
よ
り
彊
き
學
生
大
衆
の
支
持
を

學
友
會
は
既
に
新
機
構
を
整
へ
て
全
京

待
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o

大
の
要
畢
に
懸
へ
よ
5
と
し
て
ゐ
る
。

装

蔀

森

純

造

私
は
此
の
耀
面
目
な
熱
意
を
其
の
儘
に

今
艘
學
友
會
改
善
の
ま
日
に
基
き
総

實
現
し
度
い
と
思
ふ
。
部
分
か
ら
全
燈

務
の
新
設
せ
ら
れ
る
に
際
し
、
こ
の
新

へ
の
公
開
が
目
論
ま
カ
ね
ば
な
ら
な
い

制
度
を
数
迎
し
そ
の
宅
旨
の
完
全
な
る

が
第
一
に
豫
算
の
配
合
が
全
夏
大
の
意

徹
底
を
希
里
す
る
一
員
と
し
て
自
ら
微

志
の
上
に
組
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

力
以
て
そ
の
任
に
方
り
積
極
的
努
力
を

こ
と
を
思
ふ
。
魯
費
問
題
そ
の
他
の
活

釜
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
抑
々
學

路
は
此
所
に
あ
り
私
の
配
合
の
妥
當
性

友
曾
は
全
學
友
の
融
合
を
計
り
心
身
両

を
電
糎
す
る
所
以
む
此
所
で
あ
る
。
私

方
面
に
渉
る
完
全
な
る
璽
展
を
途
げ
し

の
實
行
慾
け
因
襲
と
か
傳
統
と
か
に
と

あ
ん
が
た
め
の
機
關
た
る
べ
き
で
あ
る

ら
は
れ
る
こ
と
を
に
く
む
の
で
あ
る
。

然
る
に
由
來
學
友
會
は
そ
の
文
化
部
と

全
膿
の
要
望
の
申
か
ら
含
理
性
な
も
の

云
ひ
蓮
動
部
と
灘
す
る
も
結
局
ほ
一
部

霧

円性
な
も
の
㌔
一
切
を
探
用
し
新
し

畢
生
の
利
用
に
供
せ
ら
る
る
に
過
ぎ
ず

き
道
へ
と
涯
み
度
い
と
思
ふ
。
私
は
遠

學
友
全
綬
に
盆
す
る
所
甚
少
で
あ
つ
た

く
思
ひ
深
く
考
へ
て
塁
友
會
の
自
然
の

事
を
湊
憾
と
す
る
者
で
あ
る
。
蕪
に
於

纐
廣
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。
自
然
の

て
學
友
會
全
艘
の
徹
底
的
開
警

計
り

溌
展
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
ウ
確
信
す
る

そ
の
文
化
施
設
及
蓮
動
設
備
の
闇
便
に

私
け
學
友
會
か
ら
一
切
の
鍍
行
性
を
除

利
用
せ
ら
れ
學
友
全
股
の
共
に
學
び
共

去
し
、
學
捷
と
し
て
の
生
活
に
更
に
學

に
　
じ
み
う
る
　
　
のと
し
て
の
ギ
　
　
　
ね　
　
　
　
の
ま
　
を
　
へ
ゑ
　
な
る
ゑ

講

難

駿
離
麗

鷺

難

罎

ん
とする
熱蓼
持
}

　
け
　
あ
ら
れ
ミ

　
　
カ
な
き
　
　

難
購毅
灘
灘
繋 一

動
へ
の
熱
情
と
積
極
的
支
持
を
信
ず
る

が
故
で
あ
る
。

藩

蔀

飯

沼

馨

學
友
會
諸
文
化
部
の
現
状
を
見
る
に
、

各
部
の
孤
立
か
ら
く
る
悪
し
き
專
門
化

沈
滞
化
貧
弱
化
け
否
め
な
い
所
で
あ
り

そ
の
最
大
の
原
因
は
そ
れ
が
綜
合
大
學

の
文
化
機
關
と
し
て
の
艦
系
的
組
織
曝

持
た
な
い
こ
と
に
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る

現
在
の
交
化
部
と
し
て
は
新
聞
部
講
演

部
を
除
い
て
ほ
韮
術
吾
樂
の
二
部
の
み

で
あ
る
が
、
一
方
、
各
學
部
研
究
習
の

活
動
が
墨
生
交
化
の
全
的
向
上
に
矛
つ

て
近
時
頓
み
に
雷
要
な
薫
義
を
占
ゐ
る

に
至
つ
た
に
も
不
拘
浅
未
だ
學
友
曾
組

織
よ
り
孤
立
の
状
態
に
置
か
カ
そ
れ
ら

の
正
常
な
騨
屡
を
阻
止
さ
わ
て
ゐ
る
。

　
む

吾
々
け
之
等
各
公
調
研
究
團
艦
を
属
術

　部
に
組
織
綺
轄
す
る
こ
と
に
よ
つ
して
そ

の
蓮
絡
協
同
を
促
進
し
、
同
時
に
さ
き

　
す
る
　
　
ゆ
く
へ
そ
の
　
　
　
　
ロの

【
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飯
沼

馨
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増
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小
笠
原
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月
岡
俊
郎

杉
山
嘉

一
司

の
奨
術
部
昌
樂
部
に
映
併
劉
研
短
漱
會

つ
　
　

等
を
加
へ
て
綜
合
的
な
熱
四
部
を
新
設

し
、
こ
の
墨
術
及
藝
術
二
部
の
活
鋤
と

現
在
の
新
聞
講
演
二
部
の
事
業
と
を
緊

密
に
協
働
さ
せ
更
に
將
來
の
企
圖
と
し

て
は
稚
誌
部
の
創
設
を
も
考
慮
す
る
こ

と
に
よ
つ
て
學
友
曹
文
化
任
現動
を
髄
系

的
に
組
織
し
そ
の
槻
能
を
擬
充
し
以
て

文
化
部
の
全
面
的
な
護
展
を
意
圖
す
る

も
の
で
あ
る
。

蚕

の
鑓

書

論
ん
で
ゐ
る
。
そ
れ

に
は
交
化
部
約
な
も
の
と
澤
動
部
的
な

も
の
と
魯
員
全
騰
的
な
も
の
と
の
豫
算

の
配
分
を
京
大
生
全
開
の
要
望
の
上
に

立
て
る
事
等
を
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。

會
費
問
題
の
活
路
も
此
の
邊
り
に
秘
め

繹
蟻

蔀

増

山

太
助

僕
は
學
友
曾
々
員
諸
書
の
一
艘
的
教

養
を
昂
め
る
葎
前
か
ら
文
化
部
の
充
買

及
び
大
衆
化
を
計
り
た
い
o
そ
の
爲
に

ほ
先
づ
從
來
の
姐
き
渾
動
部
偏
量
藻
算

を
交
化
部
と
の
間
に
均
衝
化
さ
ね
ぽ
な

ら
な
い
。
之
は
現
藩

蔀
豫
算
の
唆
昧

性
を
暴
露
す
る
事
を
以
て
足
り
、
叉
端

艇
部
、
再
術
筆
の
非
大
衆
的
部
の
薩
止

及
び
振
行
部
11
遠
足
部
、
ス
キ
ー
部
羽

ス
ケ
ー
ト
部
等
活
動
〃分
野
の
類
似
的
部

つ

の
合
併
に
依
つ
て
よ
り
充
分
に
満
足
さ

れ
る
。
而
し
て
文
化
部
の
大
衆
化
は
勿

論
現
組
織
の
爾
強
討
の
上
に
な
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
o
渾
動
部
豫
算
の
賑
僑
性

は
例
へ
ば
次
の
諸
肇

項
目
に
依
つ
て

も
明
か
で
あ
る
。亀郎
ち
合
宿
費
、
傭
人

費
、
接
待
費
、
コ
ー
チ
謝
禮
、
器
具
修

理
費

尉
外
試
合
費
、
藥
品
費
等
、
叉

ボ
ー
ル
一
個
に
し
て
も
阿最
・も
高
僧
}な
國

外
品
を
尊
.求
し
、
實
際
に
は
そ
れ
よ
り

安
い
國
内
品
を
便
用
し
て
ゐ
る
姐
き
で

あ
る
。
而
し
て
大
衆
よ
り
の
遊
離
玉
頁

債
償
醤
の
爲
の
豫
算
に
就
て
も
歓
然
た

る
鐵
槌
か
下
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
叉

諸
主
催
大
會
、
郎
ち
申
筆
校
大
會
、
高

專
大
會
等
の
整
理
も
行
は
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。縄

濟
蟹

}
杉

山

嘉

一

私
け
総
て
の
京
大
生
に
履
友
曹
を
返

へ
し
度
い
の
で
あ
る
Q
學
徒
と
し
て
の

生
活
が
表
な
ち
履
友
曾
を
申
心
と
す
る

生
活
か
裏
と
な
り
、
表
裏
椙
補
ふ
て
京

大
生
活
を
一
段
と
輝
き
あ
ら
し
め
る
學

ら
れ
て
ゐ
る
機
で
あ
る
。
私
は
徒
ら
に

傅
統
に
と
ら
ほ
れ
て
殊
更
に
動
き
の
鈍
町

い
も
の
を
見
る
よ
り
は
、
新
し
く
て
・も

正
當
な
要
塁
は
ど
し
く

探
用
し
て
行

き
度
い
と
思
ふ
o
そ
れ
で
こ
そ
吾
簿
の

學
友
會
が
建
設
さ
れ
る
と
言
へ
よ
ろ
0

學
友
曹
け
臨
に
京
大
生
全
盟
の
も
の

で
あ
る
。
全
髄
の
爲
め
に
こ
そ
樽
し
ま

ね
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
o
全
履
の

爲
あ
に
こ
そ
與
へ
な
け
耽
ぱ
な
ら
な
い

も
の
が
あ
る
o
限
り
な
く
樽
し
み
「
描

し
み
な
く
與
ふ
と
言
ふ
書
葉
が
あ
る
o

私
は
京
大
生
全
饅
の
爲
め
に
思
實
に
ζ

の
言
葉
を
買
行
し
度
い
と
思
ふ
o

駐

蔀

小
笠

原

巖

我
が
京
大
學
友
曹
は
大
正
二
年
麺
動

會
、
以
文
會
合
併
に
よ
り
、
其
の
基
礎

確
立
し
、
爾
來
二
十
有
数
年
、
そ
の
買

履
た
る
大
學
と
共
に
鰻
展
し
來
つ
た
ゆ

然
し
汎
ゆ
る
制
度
が
然
る
如
く
、
我
が

學
友
曾
も
、
組
織
固
定
化
し
磯
能
亦
停

溜
し
た
o
藏
に
於
て
吾
人
Wは
今
や
履
蚕

會
の
改
革
に
想
ひ
や
致
さ
ざ
る
冷
得
ざ

る
の
時
欄
に
際
會
し
た
ゆ
惟
ふ
に
本
聚

學
生
大
衆
の
も
の
た
る
畢
友
曹
は
、
今

や
一
部
の
人
々
の
專
用
に
よ
る
践
行
的

機
關
と
化
し
、
從
つ
て
そ
の
專
門
分
化

せ
る
組
織
け
大
改
革
を
必
要
と
す
る
に

至
つ
て
屠
る
o
か
か
る
際
に
當
つ
て
習

人
の
目
標
と
す
る
改
革
方
針
は
、
綜
含

大
學
に
於
け
る
學
及
興
存
讃
の
意
義
姐

何
、
其
の
組
織
、
機
能
の
現
状
を
姐
何

に
改
菟
す
る
か
に
あ
る
。
其
の
問
題
け

運
動
部
費
の
膨
大
、
一
艘
學
生
の
頁
捌

過
重
、
一
方
亦
所
謂
ガ
、化
部
の
濁
蕾
的

圭
」マ筆
、
深
所
に
獲
し
浬
迷
の
極
に
あ

る
o
吾
人
け
今
や
綜
含
大
.學
に
於
け
る

墨
友
曾
の
等
軍
.物そ
の
も
の
を
簿
討
τ㌦

然
る
後
憎
化
公
パ
「な
る
學
生
大
衆
の
立

場
よ
り
、
我
ビ、椥
愛
せ
ろ
禾
學
器

躍

兄
と
共
に
、
こ
の
改
董
渾
動
の
炬
火
を

畢
げ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

-

I
i
艮
量
口

り

e

▲
冒
雪

冒
署
1
ー

置

こ
の
號
外

は
本
紙
に

再
録
せ
ず

京
都
帝
國
大
學

學
友
會
規
則

(昭
和
十
二
年
十
一
月
十
日
改
正
)

第
一

名
㎝構

細
則
ヲ
定
ム
ル
ニ
ハ
曾
長
ノ
認
可
ヲ

蟹
=
條

本
會
ハ
京
都
帝
國
穴
學
學
友

翻
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

會
ト
穰
ス

第
五

役
員

第
二

目
的

第
十
二
條

本
會
二
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク

窮
二
條

本
會
ハ
會
員
ノ
心
身
ヲ
鍛
錬

會
長
、
幹
事
、
代
議
員
、
緬
務
、
會

シ
親
睦
ヲ
圖
リ
幅
利
ヲ
屠
継
ス
ル
ヲ

計
監
貧
委
員
、
各
蔀
々
長
、
各
部
委

以
テ
目
的
ト
ス

員

第
三

會
員

第
+
三
條

霞
蛋

ハ
京
響

國
大
學

第
…
條

會
員
ヲ
別
チ
テ
左
ノ
丑
種
ト

継
長
ヲ
推
ス

ス

會
長
ハ
會
務
ヲ
統
括
ス

正
會
員
、
名
墾
曾
員
、
謄
別
曾
昌
飛

會
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
年
畏
幹
察
之

曾
友
、
塗
會
員

ヲ
代
理
ス

第
四
條

正
會
員
ハ
京
都
帝
國
大
累
ノ

第
十
四
條

斡
事
一一
ハ
各
學
部
長
、
書

學
生
、
委
託
履
生
及
選
科
生
ト
ス

記
官
、
學
圧
主
事
、
會
計
課
長
並
二

第
五
條

名
番
會
員
ハ
本
會
二
功
螢
ア

各
學
部
二
於
テ
教
授
及
助
教
授
中
ヨ

ル
者
ノ
申
ヨ
リ
會
長
之
ヲ
推
薦
ス

リ
互
選
シ
タ
ル
者
一
名
ヲ
推
ス

第
六
條

特
別
曾
員
ハ
京
都
帝
國
大
學

幹
箏
ハ
會
長
ノ
諮
詞
二
懸
シ
及
各
學

網
長
、
教
授
、
助
敬
授
、
書
記
官
、

部
二
於
出
本
會
ノ
爲
必
要
ナ
ル
斡
旋

墨
生
キ
事
、
事
務
官
、
司
書
官
、
藥

卿

昼
長
、
妓
師
及
講
師
ト
ス

互
選
ニ
ョ
ル
幹
事
ノ
任
期
ハ
十
一
月

第
七
條

會
友
ハ
京
都
帝
國
大
學
ノ
卒

一
日
ヨ
リ
翌
年
十
月
辮
一
日
迄
ト
ス

紫
生
ニ
シ
テ
入
會
ヲ
申
出
タ
ル
者
ト

第
十
五
條

代
議
員
ハ
選
器
一一依
リ
之

ス

ヲ
定
ム

第
八
條

準
會
員
ハ
京
都
帝
國
大
鼠
助

代
議
員
ハ
役
員
曾

函

席
シ
議
學
ヲ

手
、
副
手
、
學
生
霊
事
補
罵
書
記
、

行
フ

專
修
科
生
等
ニ
シ
テ
本
會
二
加
入
ヲ

代
議
員
ノ
任
期
ハ
択
期
代
議
員
ノ
決

申
出
タ
ル
者
ト
ス

定
ノ
日
迄
ト
ス

第
四

事
業

第
十
六
條

網
務
ハ
総
務
理
事
三
名
、

第
九
條

本
曾
ノ
事
業
ト
シ
テ
左
ノ
諸

総
務
委
員
七
名
ト
シ
総
務
會
ヲ
組
織

部
ヲ
置
ク

ス

庭
球
部
、
弓
道
部
、
端
艇
部
、
剣
道

総
務
會
ハ
年
度
事
業
ノ
根
本
方
針
ヲ

部
、
柔
道
部
、
馬
爾
部
、
野
球
部
、

定
メ
豫
算
案
ヲ
編
成
シ
役
員
曾
二
附

新
聞
部
、
水
泳
部

族
行
部
、
書
樂

議
ス
ヘ
キ
事
項
及
其
ノ
他
必
要
ナ
ル

凱
副、
講
　演
部
、
射
撃
部
、
陳
上
競
技

事
項
ヲ
脚識
ス

部
、
ラ
式
蹴
球
部
、
蹴
球
部
、
共
濟

総
務
會
ハ
各
部
事
業
ノ
聯
絡
統
一
ヲ

部
、
籠
球
部
、
ボ
ツ
ヶ
1
部
、
貞
球

㎜圃
ル

郎

排
球
部

遠
足
部
、
ス
キ
ー
部

細
務
曹
ハ
織
務
理
駆
之
ヲ
召
集
ス

ス
ケ
ー
ト
部
、
華
術
部

総
務
委
員
五
名
以
上
ノ
要
求
ア
ル
ト

第
十
條

本
會
ハ
必
要
二
踵
シ
臨
時
瑠

キ
ハ
総
務
理
專
ハ
総
務
曾
ヲ
召
集
ス

秦
ヲ
開
設
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
十
一
條

事
轟菜
二
關
ス
ル
細
}則
ハ
前

綿
務
曹
二
曙
灘
右
干
名
ヲ
置
「ク

條
ノ
櫓答

ニ
ハ
別
二
之
ヲ
定
メ
各
部

第
+
七
條

総
務
理
事
ハ
特
型
胃
員
申

一藝
歪

モ
ノ
ハ
各
部
之
ヲ
窟
ム

冒
脅
侵
之
茎

碗
久

輔

舗
棒
理
事
ハ纒
務
會
ノ
宙霧

ヲ
執
行

ス幹
事
ニ
シ
テ
総
務
琿
事
ノ
葬
囑
ヲ
受

ケ
タ
ル
者
ハ
幹
事
ヲ
躍
ス
ル
コ
ト
ヲ

要
ス

紹
務
理
事
ノ
任
期
ハ
四
ケ
年
ト
ス

総
務
委
員
ハ
選
墨
ニ
ョ
リ
之
ヲ
定
ム

総
務
委
員
ノ
任
期
ハ
次
期
委
員
ノ
決

定
ノ
日
迄
ト
ス

囑
託
ハ
絡
務
琿
事
之
ヲ
委
囑
ス

第
十
八
條

會
計
監
査
委
員
ハ
三
名
ト

シ
幹
事
及
総
務
理
學
ヲ
除
キ
其
他
ノ

特
別
會
員
申
ヨ
リ
會
長
之
ヲ
委
囑
ス

會
〃計嵌
皿否
訓丞
帆員
ハ
會
計
ヲ
融
嬰
嵐
ス

會
計
監
査
委
員
ノ
任
期
ハ
ニ
ケ
年
ト

ス
第
十
ゐル
悠
瞭
各
島蝋即齪
農

ハ
贅

く
ハ
隔切

教
授
中
ヨ
リ
會
長
之
ヲ
委
囑
ス

部
授
ハ
其
ノ
部
ノ
事
業
ヲ
酔鼠督
ス

部
長
ノ
任
期
ハ
三
ケ
年
ト
ス

第
二
十
條

各
部
委
員
ハ
正
會
員
申
ヨ

リ
各
部
部
長
之
ヲ
指
名
ス

各
部
委
員
ハ其
ノ
部
ノ
累
業
ヲ
執
行

ス各
部
委
員
中
二
巌
務
委
員
及
會
計
委

員
ヲ
置
ク
但
シ
網
盆
ヌ
ル
コ
ト
ヲ
得

ス各
郎
委
員
ノ
籔
ハ
部
畏
之
ヲ
定
ム

久ロ蔀
委
昌
外ノ
κ
仙期期
ハ
十
一
日
〃
一
口ロ
ヨ

リ
翌
年
十
月
光
一
日
迄
ト
ス

第

廿
篠

會
長
ハ
臨
時
事
業
ノ
爲
メ

必
要
ナ
ル
役
員
ヲ
囑
託
ス
ル
コ
ト
ヲ

得
第
廿
コ
條

選
畢
二
依
ル
役
員
・一鋏
n貝

ヲ
生
ジ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
都
度
當
該

役
員
逡
出
規
定
二
從
ヒ
之
ヲ
補
充
ス

第
六

役
員
曾

鰯
卿拝H一コ
収沐

網収
昌
喬

ハ
命
m昆民、
凱軒
粛
甲及

代
議
貝
ヲ
以
テ
之
ヲ
組
織
ス

第
廿
四
條

役
員
會
ハ
魯
長
之
ヲ
召
集

シ
自
ラ
議
長
ト
爲
ル

會
長
ハ
專
宜
二
依
リ
幹
事
二
議
長
ヲ

委
囑
ス
ル
コ
ト
ヲ
但
博

姻
腰援
習
ハ
陥
既
収
口貝
畠胃
二
桑

ヲ
組
塊

出
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

総
務
、
各
部
部
長
及
各
部
庶
務
委
員

曹
計
委
員
ハ
役
員
會
二
出
庸
シ
逡
西

ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
廿
五
條

毎
年
蔓
二
月
上
旬
定
期
役

員
會
ヲ
開
ク

犠

吃

一

會
期
ご
剛日
以
内
ト
ス
但
シ
會
長
ハ

必
要
ア
ル
膓
合
二
於
テ
之
ヲ
延
長
ス

ル
コ
ト
ヲ
得

會
授
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
臨

辟
役
員
會
ヲ
召
【集
ス
ル
コ
ト
ヲ
但訂

幹
宙謬
く
ハ
袋

n日ハ十
五
客
餌以』⊥
ノ
噴舶

求
ア
ル
ト
キ
ハ
魯
長
ハ
臨
時
役
員
會

ヲ
召
集
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
廿
六
條

左
ノ
事
項
ハ
役
目
ハ會
ノ
議

U伏
ヲ
経
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

一'、
豫
算
二
、
決
算
三
、
本
規
則
ノ

改
曖
四
、
基
本
金
ノ
支
出
五
、
臨
時

事
業
ノ
開
設

第
廿
七
條

役
員
會
ハ
役
員
霰

以
上

出
席
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
會
議
ヲ
開
ク

コ
ト
ヲ
得
ス

本
規
則
ノ
改
曖
及
基
本
金
支
出
ノ
件

ヲ
議
ス
ル
ニ
ハ
役
員
三
分
ノ
一一以
上

出
席
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
曹
議
ヲ
開
ク

コ
ト
ヲ
得
ス

前
二
項
ノ
規
定
ハ
同
一
事
項
二
付
役

員
會
ノ
召
箋
再
痩
二
及
フ
モ
伽
出
席

員
定
歎
二
満
タ
サ
ル
塀
合
ニ
ハ
之
ヲ

適
用
セ
ス
但
シ
此
ノ
蕩
合
ニ
ハ
議
題

ト
シ
テ
涌
吊知
シ
タ
ル
事
項
ノ
外
其
ノ

他
ノ
察
項
二
付
議
決
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

ス
第
廿
八
條

役
員
會
ノ
臓
事
ハ
過
蚕
藪

ヲ
以
テ
之
ヲ
決
ス
可
否
同
数
ナ
ル
ト

キ
ハ
議
長
ノ
決
ス
ル
所
二
依
ル

第
七

選
羅

第
廿
九
條

正
會
員
ハ総
務
委
員
及
代

螺識
員
ノ
撰
畢
織催
及
被
選
畢
纐
囮ヲ
有
ス

但
シ
左
二
掲
ク
ル
者
ハ
被
選
墨
櫨
ヲ

有
セ
ス

一
、
各
屡
部
最
高
墨
年
者

2
澱年
三

月
卒
業
ノ
見
込
ノ
者
)

一
一、
代
講
貝
ノ
選
羅
二
於
テ
ハ
絡
務

委
員

第
三
十
條

総
務
委
員
及
代
議
員
ノ
逡

墨
ハ
學
部
毎
二
之
ヲ
行
フ

潔
翠
二
開
ス
ル
事
務
ハ
総
務
曾
之
ヲ

答
掌
ス

窮
掛
一條

総
務
委
員
ノ
割
當
ハ
各
學

部

一名
ト
ス

代
議
員
ノ
割
當
ハ
各
墨
愚
止
會
員
五

百
名
迄
二
付
五
名
ト
シ
以
よ
止
會
員

コ
百
名
又
ハ
百
名
以
上
ノ
蠕
藪
ヲ
増

ス
毎
一二
名
ヲ
増
加
ス

鰯叩嵐川
二
恢休

嬬阿
灘切衆
寳昌夙ノ
蓬

ハ
薙

干

十
月
上
旬
代
議
員
ノ
選
器
ハ
毎
年
十

月
壽

行
フ

喜

嚢

、

第
珊
三
條

選
墨
ハ
輩
記
記
名
投
票
ユ

依
リ
之
ヲ
行
フ

仙双西云
田川紙
ハ
撰
墨
ノ
轡
凹口H仙伐
西薪

二

於
テ
會
員
誇
ノ
呈
示
ヲ
%
ケ
タ
ル
上

選
器
人
二
交
付
ス

疫
票
ハ
之
ヲ
代
理
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
珊
四
條

投
稟
ノ
最
多
敏
ヲ
得
タ
ル

者
ヲ
以
テ
常
藻
者
ト
ス
得
票
ノ
敏
相

等
シ
キ
ト
キ
ハ
開
嘆
委
員
曾
二
於
テ

抽
裁
二
依
リ
之
ヲ
定
ム

開
栗
委
員
曾
ハ
各
學
部
幹
事
ノ
指
名

シ
タ
ル
當
護
學
部
正
會
n貝
二
名
ヲ
以

テ
之
ヲ
絹
織
ス

第
光
五
條

総
務
婆
員
及
代
議
員
ノ
候

補
者
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
選
屡
甲期
日

ノ
告
示
ア
リ
タ
ル
日
ヨ
リ
選
與
甲ノ
期

日
前
五
日
迄

二
其
ノ
旨
ヲ
総
務
理
事

二
属
出
ツ
ヘ
シ

第
八

縄
費

第
光
六
條

正
會
員
ハ入
會
金
五
圓
會

費
拾
圓
ヲ
入
界
ノ
際
入
學
料
ト
同
時

二
納
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

會
鮒賀
ヲ
納
付
セ
サ
ル
者
ハ
総
務
委
員

及
代
議
員
ノ
選
翠
擢
及
被
選
羅
ヲ
有

セ
ズ
叉
各
部
委
員
ト
ナ
リ
着
ク
ハ
學

友
曾
ノ
事
業
二
謬
加
シ
之
ヲ
利
用
ス

ル
コ
ト
ヲ
得
ズ

第
揖
七
條

特
別
會
員
ハ
懸
分
ノ
寄
附

ヲ
爲
ス
コ
ト
ヲ
要
ス

第
滑
八
條

會
友
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
者
ハ

入
會
ノ
際
會
費
蓼
圓
ヲ
納
付
ス
ル
コ

ト
ヲ
要
ス

第
帰
九
條

準
會
員
ノ
會
費
ハ
一
ケ
年

膏
圓
ト
ス

第
四
十
條

各
部
ハ
必
要
ア
ル
塀
合
二

於
テ
部
長
ノ
許
可
ヲ
得
テ
部
費
ヲ
徴

牧
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
四
十
一
條

會
計
年
度
ハ
毎
年
四
月

一
日
二
姶
リ
響
年
三
月
欝
一
日
二
終

ル
第
四
十
二
條

各
部
ハ
毎
年
十
一
月
五

日
迄
二
其
ノ
部
ノ
翌
年
度
麗
霧
繭求

書
ヲ
會
長
三
提
出
ス
ベ
シ

第
四
十
三
條

會
長
ハ
毎
年
十
一
月
申

二
各
部
ヨ
リ
提
出
シ
タ
ル
郷
費
講
求

書
二
基
キ
縫
務
會
ヲ
シ
テ
各
部
ノ
部

長
熈
務
委
員
及
會
計
委
員
ト
協
議
ノ

上
琵
年
度
豫
算
案
ヲ
作
成
セ
シ
ム

協
議
齢調
ハ
サ
ル
事
項
二
付
テ
ハ
店貿
長

ノ
指
揮
ヲ
受
ク
ベ
シ

第
四
十
四
條

役
員
會
二
於
テ
豫
算
案

ハ
其
ノ
作
成
二
關
與
シ
タ
ル
者
之
ヲ

説
明
シ
決
算
ハ
會
計
監
査
委
員
之
ヲ

報
告
ス
ヘ
シ

第
四
十
五
條

前
年
度
剰
飢
金
ハ
本
曾

基
本
金
二
之
ヲ
組
入
ル
ル
コ
ト
ヲ
要

ス
第
四
十
六
條

必
要
避
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル

豫
算
外
ノ
支
出
二
充
富
ス
ル
爲
豫
傭

費
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ヲ
得

附

則

昭
和
九
年
三
月
以
前
二
入
學
シ
タ
ル

正
會
員
ノ
會
費
ハ
第
=
一十
六
條
第
一

項
ノ
規
定
二
拘
ラ
ス
七
圓
ト
ス

本
櫓
甑
則
ハ
順駆
利
十
二
年
十
一
月
十
口
野

ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス
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